
　本校の算数では、様々な分野に渡った早く正確な処理能力、柔軟性のある深い思考力をみることのできる

問題を出題しています。それらの力を確認するために、第1回、第2回、第3回ともに次のような大問を５

題出題します。　 は計算問題と1行問題、　 と　 は1行問題より少し難易度の高い問題、　 と　 は応用

問題です。例年、どの回もこの形式での出題をしています。

　配点は計100点満点のうち、　 が約30点、　 と　 はそれぞれ約10点、　 と　 はそれぞれ約20点です。

これに加え、　 と　 のいずれかの中で1問、　 と　 のいずれかの中で1問、計2問の記述式の問題が入ります。

記述式問題が入る大問については、配点が約５点加わります。

　　 では、計算問題と1行問題を合わせて約7題出題します。早く正確な計算力と、基本的な文章題の処理

能力が必要な問題が並び、受験生の基礎的な学力を確認する問題となっています。計算問題は単純に計算す

るものだけではなく、工夫を要する問題を空欄補充の形で出題します。1行問題は代表的な分野を中心に出

題しますが、後半は少し難易度が高くなってきます。各分野の基本問題を中心に理解し、練習して確実に得

点できるようにしましょう。

　　 、　 は1行問題より少し難易度が高めの文章題を出題します。（1）や（2）などの前半の問題は、（3）

などの後半の問題を解くための誘導やヒントとなっていて、複数の設問に分けて出題されています。それら

問題構成

算　数Ⅲ- 02

を元に法則や性質に気付けば完答できる問題となっています。

　　 、　 は応用問題です。自分で考え、自分で解決する力を持っているかどうかを確認する目的で出題し

ています。　 、　 と同様に細かい誘導やヒントを入れながら出題していきますので、これら一つ一つの設

問の意図をしっかりと理解し、次の問題に利用することができるかどうかが大きな鍵となっています。

　　 以降の問題も、傾向は各回ともに大きな違いはありません。2020年度入試の各回の　 以降の問題の

出題分野を以下のようにあげておきます。

以上のように、各設問は分野を限定することなく、幅広い分野から出題します。特定の分野に絞って集中的

に取り組むのではなく、まずはどの分野もまんべんなく基本的な知識をしっかりと理解しておくことが大切です。

　この大問では、素早い処理能力や本質をきちんと理解しているかを問う問題を出題しています。

また幅広い分野から出題することで、バランスの良い学力を有しているかを確認しています。

　定番の問題を中心に構成されることが多いですが、普段よりも設定がやや複雑になっており、さらに

より一歩進んだ設問を出題しているので 　の1行問題よりも難易度が高くなっています。普段から、解

法を覚える学習をするのではなく、その解法の根拠を理解する学習を行うことが最大の対策になります。

、　の出題意図

　この大問では、題材が難しいまたは真新しいテーマを扱い、その場で柔軟に考える力や論理的思

考力をみています。これは、普段から暗記ではなく理解を伴った学習ができているかを求めている

からです。

　前半の設問は問題内容を読み取ることができたかどうかを確認する基本的な問題です。またこれ

、　の出題意図

立体図形（円すいの回転）

約束記号（四捨五入）

速さ（容積と速さの応用）

平面図形（おうぎ形の弧の等分する点を結んだ図形）

第1回

平面図形（台形の辺の上にある点を結んだ三角形）

速さとグラフ（水を注ぐ速さと排水する速さ）

立体図形と相似（立体の切り口の図形）

数列（偶数と奇数の列）

第2回

特殊算（つるかめ算とその応用）

平面図形（紙を折ったときにできる図形）

場合の数（勝負に勝つカードの出し方）

ダイヤグラム（三角柱の折り目の上にある動く3点）

第3回
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　小学校での学習の範囲から出題しますが、日常会話の中で用いるような言葉だけでなく、様々な

文章を読みこなし、考察するための語彙を持っているかどうか、言葉の知識を問うものでもあるこ

とも本校の意図するところです。漢字や語句問題なども結局は語彙、つまり言葉の知識と結びつい

ています。目や耳から入ってくる情報で、意味のはっきりしない言葉に出会ったら、分からないま

まにせず、調べる習慣をつけましょう。普段から言葉を意識して生活してほしいと思います。

　例えば2020年度入試第一回の「参画」、第二回の「枚挙」、第三回の「雨垂れ」などは、小学生の
会話の中にはなかなか出てきませんが、上記の意図のもとに出題しています。

漢字の出題の意図

の主張の流れを考えながら読んでいきましょう。説明的文章を読み解く際には、具体と抽象、対比

関係、くり返し表現、原因と結果などいくつか意識すべきポイントがあります。それらのポイント

に気をつけながら、文章の組み立てを考えていくとよいでしょう。また、文章の要点を把握するた

めの語彙力があるかどうかも問うようにしています。

　対比的な述べ方の理解を問う例としては、2018年度入試第一回　  の問五、原因と結果の関係を
問う例としては、2018年度入試第一回　  の問六や　  の問八などが挙げられます。

　本校の算数では、様々な分野に渡った早く正確な処理能力、柔軟性のある深い思考力をみることのできる

問題を出題しています。それらの力を確認するために、第1回、第2回、第3回ともに次のような大問を５

題出題します。　 は計算問題と1行問題、　 と　 は1行問題より少し難易度の高い問題、　 と　 は応用

問題です。例年、どの回もこの形式での出題をしています。

　配点は計100点満点のうち、　 が約30点、　 と　 はそれぞれ約10点、　 と　 はそれぞれ約20点です。

これに加え、　 と　 のいずれかの中で1問、　 と　 のいずれかの中で1問、計2問の記述式の問題が入ります。

記述式問題が入る大問については、配点が約５点加わります。

　　 では、計算問題と1行問題を合わせて約7題出題します。早く正確な計算力と、基本的な文章題の処理

能力が必要な問題が並び、受験生の基礎的な学力を確認する問題となっています。計算問題は単純に計算す

るものだけではなく、工夫を要する問題を空欄補充の形で出題します。1行問題は代表的な分野を中心に出

題しますが、後半は少し難易度が高くなってきます。各分野の基本問題を中心に理解し、練習して確実に得

点できるようにしましょう。

　　 、　 は1行問題より少し難易度が高めの文章題を出題します。（1）や（2）などの前半の問題は、（3）

などの後半の問題を解くための誘導やヒントとなっていて、複数の設問に分けて出題されています。それら

問題構成

算　数Ⅲ- 02

を元に法則や性質に気付けば完答できる問題となっています。

　　 、　 は応用問題です。自分で考え、自分で解決する力を持っているかどうかを確認する目的で出題し

ています。　 、　 と同様に細かい誘導やヒントを入れながら出題していきますので、これら一つ一つの設

問の意図をしっかりと理解し、次の問題に利用することができるかどうかが大きな鍵となっています。

　　 以降の問題も、傾向は各回ともに大きな違いはありません。2020年度入試の各回の　 以降の問題の

出題分野を以下のようにあげておきます。

以上のように、各設問は分野を限定することなく、幅広い分野から出題します。特定の分野に絞って集中的

に取り組むのではなく、まずはどの分野もまんべんなく基本的な知識をしっかりと理解しておくことが大切です。

　この大問では、素早い処理能力や本質をきちんと理解しているかを問う問題を出題しています。

また幅広い分野から出題することで、バランスの良い学力を有しているかを確認しています。

　定番の問題を中心に構成されることが多いですが、普段よりも設定がやや複雑になっており、さらに

より一歩進んだ設問を出題しているので 　の1行問題よりも難易度が高くなっています。普段から、解

法を覚える学習をするのではなく、その解法の根拠を理解する学習を行うことが最大の対策になります。

　、　の出題意図

　この大問では、題材が難しいまたは真新しいテーマを扱い、その場で柔軟に考える力や論理的思

考力をみています。これは、普段から暗記ではなく理解を伴った学習ができているかを求めている

からです。

　前半の設問は問題内容を読み取ることができたかどうかを確認する基本的な問題です。またこれ

　、　の出題意図

立体図形（円すいの回転）

約束記号（四捨五入）

速さ（容積と速さの応用）

平面図形（おうぎ形の弧の等分する点を結んだ図形）

第1回

平面図形（台形の辺の上にある点を結んだ三角形）

速さとグラフ（水を注ぐ速さと排水する速さ）

立体図形と相似（立体の切り口の図形）

数列（偶数と奇数の列）

第2回

特殊算（つるかめ算とその応用）

平面図形（紙を折ったときにできる図形）

場合の数（勝負に勝つカードの出し方）

ダイヤグラム（三角柱の折り目の上にある動く3点）

第3回
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らは、その次の設問を考えるための準備や誘導であったりします。後半の設問がなかなか解けない

人は、前半の設問の誘導をもう一度読み解いてみましょう。そうすれば正解に近づくヒントが得ら

れるはずです。また、後半の設問を解く時間を確保するためにも、基本的な設問は速く正確に解く

ことが重要です。

　答えを問うだけでなく途中の考え方や式をみることで、内容をきちんと理解をしているか、きち

んと考えて解答できているのかを問うために出題しています。

　図や表を用いても構いませんし、「→」などの記号を用いて書いても結構です。答えが合ってい

なくても、途中までの考え方が合っているなど加点できる要素があれば部分点をつけていきます。

少しでも構わないので、途中の式や考え方などを書くように心がけましょう。その際、問題設定に

ある数字を使って式を書きはじめることと、書いた途中の式が何を表している式なのかを明記する

ことを意識しておくと良いでしょう。

　問題の「答え」は1通りしかありませんが、「考え方」は1通りではありません。普段の練習でも、

ただ問題を解いて、答えを見て丸つけして終わりではなく、「別解」など書いてある場合はその解

法をしっかりと理解するようにしていくと、色々な解き方や考え方が身についていきます。そうす

ると、自然に説明が書けるようにもなり、応用力もついてきます。算数は決して「結果」だけが重

要なのではありません。「過程」を大事にするように心がけることが学びへの第一歩です。

記述式の出題意図

温泉の歴史をテーマにした歴史分野の問題

日本の国土をテーマにした地理分野の問題

公平性をテーマにした公民分野の問題

第3回

　以上のように、各大問はあるテーマに沿って作られています。しかし実際の各設問はそのテーマに限定せ

ず、幅広い分野から出題しています。従って、どこかの分野や範囲に集中的に力を入れて学習するのではなく、

まずは基本的知識をしっかりと確認し、全体をまんべんなく学ぶ堅実な勉強を心がけてほしいと思います。

設問の数は、例年、各回でそれぞれ38問～40問程度です。問題数が多いのである程度スピード感を持って

解答することも求められます。

　設問の形式は、基本的な用語の知識を確認する記述式問題、あるできごとについての正確な理解や詳細な

知識を問う正誤判定問題、社会的用語をはじめ地図やグラフの読み取りに関する問題、歴史的なできごとを

起こった順番に並べかえる問題など、多様です。中には問題文中の空欄の穴埋め問題や、下線部に関する設

問以外の問いを出す場合もあります。設問の中心は基本的な知識を問うものや、その知識を前提に考えれば

解ける問題です。社会科の学習は、用語を覚えればいいというものではありません。しかし、思考する前提

として正確な知識は不可欠です。また、本校では図表の読み取りや歴史上の事象・現代社会の問題の背景に

ある因果関係などを、1行程度（字数指定の場合もあります）の記述問題として問うています。こうした問

題を出題するのは、普段からその用語の意味や、あるできごとが起きた背景・理由を考えながら学ぶ姿勢を

持ってほしいからです。

　社会の入試問題では、用語を答える単純な記述問題において、原則として漢字指定や文字数指定、場合に

よってカタカナ指定などによる解答を求めています。そのため、参考書や教科書に漢字で書かれている用語

については、正確な漢字で書けるようにしておく必要があります。解答にあたっては、設問ごとに「何を問
われているのか」を正確に把握し、その設問の指示に従って解答するように心がけてください。

　本校では、中1・中2の2年間をかけて、日本を中心とする歴史を学びます。その前提として、

日本の歴史についての基本的かつ正確な理解を求めています。

　例えば、2020年度入試第3回の　  問3は大宝律令の後のできごとを問うものですが、改新の詔
や氏姓制度といったある用語の内容や時期などを正確に理解することはもちろん、その背景や結果

などを丁寧に把握しておくことも大切です。

　また、歴史の正確な知識を身につけようとすると、その時代に関する知識ばかりに集中してしま

いがちです。しかし、歴史の学習に必要なことは、各時代の個々のできごとを歴史の中にきちんと

位置づけて理解することです。このような学習が日常からできているかを試すために、各回ともお

おまかな歴史の流れを問う並べかえ形式の問題を必ず出題するようにしています。並べかえという

と、「そのできごとの起こった年を丸暗記して順番にする」ととらえられがちですが、歴史上の人

物やできごとの流れをその時期の時代背景の中で大きくとらえて位置づけることが求められていま

す。2020年度入試第3回の　  問5は畿内でおこったできごとについて並べかえる問題ですが、そ
れぞれのできごとが起こった年を暗記しておく必要はないのです。Aが南北朝時代、Bが鎌倉時代、

Cが室町時代と判断できれば答えにたどり着くことができます。並べかえ形式の問題に対応するた

めには、あるできごとがどの時代の特徴を表しているのか、必要であれば前後の歴史の流れとどの

ような関連があるのか、という点まで意識して学習することが大切なのです。

歴史分野の出題の意図
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